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公
正
か
つ
公
平
な
市
民
負
担
を
確
保

市
の
債
権
管
理
の
適
正
化
を
図
る

藤
沢
市
債
権
管
理
条
例
（
素
案
）

総　務

新
た
な
施
策
の
財
源
と
し
て

こ
ど
も
の「
い
ま
」と

「
み
ら
い
」応
援
基
金
の
創
設

子ども文教

老
朽
化
や
担
い
手
不
足
等
の

課
題
を
見
据
え
、
計
画
策
定
へ

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進

建設経済

総
務
常
任
委
員
会
は
、
９
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
３
件
、

陳
情
４
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
２
件
が
趣
旨

了
承
、
２
件
が
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。

ま
た
、
税
・
料
等
の
収
入
未

済
額
縮
減
に
向
け
た
取
組
（
報

告
）
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
税
・
料
等
の
収
入
未
済
額
縮

減
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て（
報

告
）

〈
市
の
説
明
〉

税
・
料
等
の
収
入
未
済
額
縮

減
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
４

実
行
プ
ラ
ン
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
、
令
和
５
年
２
月
の
本

委
員
会
に
お
い
て
、
全
庁
の
統

一
ル
ー
ル
と
な
る
債
権
管
理
に

係
る
条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

及
び
債
権
を
一
元
的
に
管
理
す

る
た
め
の
新
た
な
組
織
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
れ
ま
で
各
債
権
所
管
課
に

お
い
て
債
権
管
理
や
滞
納
整
理

手
法
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
納
付
環
境
の
整
備
や
現

年
度
分
に
対
す
る
徴
収
強
化
の

取
組
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、

債
権
の
徴
収
率
向
上
と
収
入
未

済
額
縮
減
に
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
た
。

こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
よ
り
顕
在
化
し
て
き
た
課

題
や
（
仮
称
）
藤
沢
市
債
権
管

理
条
例
骨
子
（
案
）
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

結
果
等
を
踏
ま
え
、
条
例
（
素

案
）
及
び
新
た
な
組
織
の
体
制

（
案
）
を
作
成
し
た
。

債
権
管
理
に
係
る
条
例
は
、

名
称
を
藤
沢
市
債
権
管
理
条
例

と
し
、
市
の
債
権
管
理
に
関
す

る
事
務
処
理
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

公
正
か
つ
公
平
な
市
民
負
担
の

確
保
及
び
市
の
債
権
管
理
の
適

正
化
を
図
り
、
も
っ
て
円
滑
な

行
財
政
運
営
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
す
る
。

新
た
な
組
織
の
体
制
（
案
）

と
し
て
は
、
財
務
部
税
制
課
内

に
債
権
管
理
担
当
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
債
権
管

理
条
例
に
基
づ
き
、
適
正
な
債

権
管
理
と
効
率
的
・
効
果
的
な

滞
納
債
権
の
整
理
を
推
進
す
る

た
め
、
本
市
の
債
権
を
横
断
的

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
各
債

権
所
管
課
と
連
携
し
、
債
権
の

性
質
に
即
し
た
整
理
手
法
の
再

構
築
、
困
難
案
件
等
の
滞
納
整

理
、
総
括
的
な
進
捗
管
理
等
を

行
う
こ
と
と
し
、
市
の
債
権
の

適
正
管
理
に
係
る
総
合
企
画
及

び
調
整
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
本
委
員
会
で
の
意
見
等

を
踏
ま
え
、
12
月
市
議
会
定
例

会
で
条
例
（
案
）
を
提
案
し
、

６
年
４
月
か
ら
条
例
施
行
及
び

新
た
な
組
織
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

９
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

１
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
了
承
と

決
定
し
た
。　

ま
た
、（
仮
称
）
藤
沢
市
こ

ど
も
の
「
い
ま
」
と
「
み
ら
い
」

応
援
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

○
（
仮
称
）
藤
沢
市
こ
ど
も
の

「
い
ま
」
と
「
み
ら
い
」
応
援

基
金
の
創
設
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

令
和
５
年
４
月
１
日
、
全
て

の
子
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て

幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
ど
も
基
本

法
が
施
行
さ
れ
た
。

同
法
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

施
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
等
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

基
金
を
活
用
し
て
新
た
に
実

施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

事
業
は
、
①
子
ど
も
の
生
活
、

居
場
所
及
び
経
験
や
体
験
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
有
用
な
事
業

②
子
ど
も
へ
の
支
援
を
行
う
地

域
団
体
等
の
事
業
の
円
滑
な
実

施
に
資
す
る
事
業
③
子
ど
も
の

発
案
ま
た
は
企
画
に
基
づ
き
、

子
ど
も
自
身
が
市
と
協
働
し
て

実
施
す
る
事
業
④
そ
の
他
、
本

基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
事
業
で
あ
る
。

基
金
の
名
称
は
、
目
的
や
想

定
事
業
を
踏
ま
え
、
仮
称
と
し

て
、
藤
沢
市
こ
ど
も
の
「
い
ま
」

と
「
み
ら
い
」
応
援
基
金
と
し

て
い
る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
や
子
ど
も

の
意
見
な
ど
を
聴
き
、
決
定
し

て
い
く
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
９
月
中
旬
か
ら
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
意

見
聴
取
も
併
せ
て
行
う
。
そ
の

後
、
12
月
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
条
例
議
案
を
提
案
予
定

で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

５
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
全
て
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。　

ま
た
、
藤
沢
市
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
適
正
化
推
進
計
画
の
策
定

（
素
案
）
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

○
藤
沢
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
（
素
案
）

〈
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全
国
的
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
高
経
年
化
、
区
分
所
有
者
等

の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
老
朽
化
や
管
理
組
合
の
担

い
手
不
足
が
課
題
と
な
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
急
増
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
に
向

け
た
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す

と
と
も
に
、
施
策
を
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
法
改
正
に
よ

り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画

の
策
定
に
向
け
て
取
組
を
進
め

て
い
る
。

管
理
の
適
正
化
に
向
け
た
課

題
は
、
国
の
調
査
や
、
本
市
実

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

①
管
理
組
合
の
体
制
不
備
・
機

能
不
全
②
管
理
組
合
の
担
い
手

不
足
、
役
員
等
の
知
識
不
足
③

修
繕
積
立
金
の
不
足
④
計
画
的

な
管
理
の
不
備
⑤
組
合
活
動
等

へ
の
関
心
の
低
さ
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
改
善
や
解

決
に
向
け
て
、
施
策
を
展
開
し

て
い
く
基
本
的
な
考
え
方
を
整

理
し
た
。

ま
ず
、
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
状
況
を
正
確
に
把
握
し

た
上
で
、
管
理
組
合
と
し
て
主

体
的
に
適
正
な
管
理
が
で
き
る

よ
う
施
策
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

体
制
や
管
理
状
況
な
ど
に
応
じ

た
、
適
切
な
施
策
や
支
援
を
実

施
す
る
。

管
理
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

な
い
、
ま
た
は
、
管
理
状
況
が

適
正
で
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

し
て
は
、
能
動
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
、
支
援
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
に
関
わ
る
様
々
な
主
体
の
役

割
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
専
門
家
や
団
体
な

ど
と
連
携
し
て
、
取
組
を
進
め

て
い
く
。

課
題
に
対
し
、
取
組
方
針
を

踏
ま
え
、
管
理
状
況
等
に
応
じ

て
、
適
切
な
施
策
を
組
み
合
わ

せ
て
展
開
し
て
い
く
。

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
関
係
団
体
へ
の

説
明
を
行
う
。
そ
の
後
、
12
月

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
計
画

案
の
報
告
を
行
い
、
年
内
の
計

画
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

厚

生

環

境

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

３
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
５
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
、

請
願
は
全
て
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
、
陳
情
は
１
件
が
趣
旨
了

承
、
４
件
が
趣
旨
不
了
承
と
決

定
し
た
。

補

正

予

算

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

９
月
12
日
及
び
10
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
。
９
月
12
日
の
委
員

会
で
は
、
議
案
１
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

10
月
10
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

〇
保
育
所
等
保
育
施
設
の
職

員
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る

意
見
書

保
育
施
設
の
職
員
配
置
基

準
、
特
に
４
～
５
歳
児
は
１

９
４
８
年
の
基
準
制
定
か
ら

75
年
間
、
保
育
士
１
人
に
つ

き
30
人
の
ま
ま
見
直
し
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
が
18
人
で
あ
る
こ
と
と
比

較
し
て
も
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。

保
育
士
の
増
員
を
は
か
る

た
め
、
配
置
基
準
を
少
な
く

と
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み
に
改
善

す
る
こ
と
、
職
員
の
処
遇
を

改
善
し
、
標
準
的
な
労
働
者

の
年
収
を
確
保
す
る
た
め
の

予
算
を
措
置
す
る
こ
と
、
正

規
職
員
と
し
て
の
就
労
を
希

望
す
る
非
正
規
職
員
の
正
規

化
及
び
雇
用
安
定
を
促
す
た

め
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
、

及
び
公
定
価
格
を
引
き
上
げ
、

保
育
職
場
で
働
く
す
べ
て
の

職
員
の
処
遇
改
善
を
は
か
る

こ
と
、
以
上
を
当
市
議
会
は

強
く
要
望
す
る
。

〇
厚
木
飛
行
場
の
住
宅
防
音

工
事
補
助
対
象
区
域
に
係
る

見
直
し
に
際
し
て
の
問
題
解

決
を
求
め
る
意
見
書

厚
木
飛
行
場
周
辺
で
防
音

工
事
補
助
対
象
の
告
示
後
住

宅
は
、
昭
和
61
年
９
月
10
日

に
告
示
さ
れ
た
住
宅
防
音
工

事
対
象
区
域
内
の
85
Ｗ
地
域

に
所
在
し
、
同
年
９
月
11
日

か
ら
平
成
18
年
１
月
17
日
ま

で
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
だ
が
、

80
Ｗ
及
び
75
Ｗ
地
域
の
告
示

後
住
宅
は
対
象
外
で
あ
る
。

平
成
18
年
1
月
17
日
告
示
で
、

補
助
対
象
地
域
が
拡
大
さ
れ
、

対
象
の
住
宅
間
に
逆
転
現
象

が
生
じ
て
い
る
。

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ

て
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
当

市
議
会
は
強
く
要
望
す
る
。

①
80
Ｗ
及
び
75
Ｗ
区
域
内
に

所
在
す
る
逆
転
現
象
を
伴
う

告
示
後
住
宅
に
つ
い
て
、
そ

の
具
体
的
な
解
消
策
を
早
急

か
つ
明
確
に
示
す
こ
と

②
区
域
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

解
消
策
を
含
め
関
係
住
民
に

理
解
を
得
る
た
め
の
丁
寧
な

説
明
を
行
う
こ
と

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

〇
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
を
求
め
る
意
見
書

最
高
裁
判
所
は
２
０
１
５
年

12
月
、
夫
婦
同
姓
規
定
自
体
は

合
憲
と
判
断
し
た
が
、
同
時
に

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い

て
「
合
理
性
が
な
い
と
断
ず
る

も
の
で
は
な
い
」
と
言
及
し
、

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

「
国
会
で
論
ぜ
ら
れ
、
判
断
さ

れ
る
べ
き
」
と
し
た
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
は
、
夫
婦
は
同
じ
姓
を
名
乗

る
と
い
う
現
在
の
制
度
に
加
え

て
希
望
す
る
夫
婦
が
結
婚
後
に

結
婚
前
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
も

認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
男
女
が
改
姓
に
よ
る
不

利
益
を
案
ず
る
こ
と
な
く
結
婚
・

出
産
し
、
老
後
も
法
的
な
家
族

と
し
て
支
え
合
え
る
社
会
実
現

に
つ
な
が
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に

お
い
て
は
、
男
女
が
共
に
活
躍

で
き
る
社
会
実
現
の
た
め
に
も

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
法
制

化
す
る
よ
う
、
当
市
議
会
は
強

く
要
望
す
る
。

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

８
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤

沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
４
実

行
プ
ラ
ン
令
和
４
年
度
実
績
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
令
和
５

年
度
藤
沢
市
総
合
防
災
訓
練
を

視
察
し
た
。

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共

施
設
再
整
備
特
別
委
員
会

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
８

月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢
都

心
部
再
生
及
び
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

こ
の
日
は
、
Ｏ
Ｕ
Ｒ　

Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
※
）
の
策
定
に
つ
い
て
（
素

案
）
の
審
査
を
行
っ
た
。

今
後
、
子
ど
も
か
ら
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
新
た
な
子
ど
も

施
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
、
本
市
に
お
い
て

も
、「
子
ど
も
の
た
め
に
寄
付

を
し
た
い
」
と
の
申
し
出
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
受

け
皿
と
し
て
、
そ
し
て
、
新
た

な
子
ど
も
施
策
を
実
施
す
る
財

源
の
一
つ
と
し
て
、
基
金
を
創

設
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
基
金
は
、
子
ど
も
が
、
今

と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
時
間

を
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、

未
来
に
夢
や
希
望
を
も
っ
て
進

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

子
ど
も
自
身
の
思
い
や
声
を
尊

重
し
、
多
様
な
主
体
が
協
働
し

て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
後
押
し
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
創
設
す
る
も
の
で

あ
る
。

３
件
を
国
会
等
へ
提
出

老朽化等の課題に対応するため管理適正化推進に取り組む


